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ガードレール用基礎ブロック タフガード
防護柵の設置基準・同解説（令和3年改訂版）準拠

■【防護柵の設置基準・同解説 令和3年改訂版】 に準拠させ、プレキャスト製品として規格化した、
ガードレール用基礎ブロックです。

■プレキャスト化することにより、従来の現場打ち構造と比べて、型枠の設置・撤去やコンクリートの養生が
不要になり、コスト削減と工期短縮が実現できます。

■底版部をT型構造として、剛性を高めた軽量化タイプです。
■曲線(R)の施工が可能であり、最小半径R=15mまで対応可能です。
■製品ブロックに設置する、車両用防護柵の種別はＢ・Ｃ種 とします。
■実際に使用する最低連結長から、製品の種類(底版長)を800・1000・1100から選択する事が可能です。

① 載荷重

《常時 ： 長期》  載荷重 ｑ＝10ｋN/m2

《衝突時 ： 短期》 衝突荷重 P＝30kN

 前輪荷重 W＝25kN

② 土質定数

・ 土の内部摩擦角 φ＝35°

・ 土と土との摩擦角 δ=β= 0°

・ 土の単位体積重量 γd＝20kN/m3

・ 基礎地盤との摩擦係数 μ＝0.6

19

※下部構造物はタフガード荷重を考慮して下さい。様々な現場状況に対応できます！
L 型擁壁 補強土壁工法 大型積みブロック擁壁U型水路 /L 型水路

※ 間知ブロックと組合わせて使用する場合は検討が必要です。

基礎砕石
基礎コンクリート

緩衝材（ゴム発泡体）

基礎砕石

敷モルタル

緩衝材（発泡スチロール）

基礎コンクリート

裏
込
材

敷モルタル

天端コンクリート

大型積み
ブロック

基礎砕石

基礎コンクリート

敷モルタル

緩衝材（発泡スチロール）

笠石コンクリート

敷モルタル
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外曲げ 内曲げ

ボルトのみの簡単施工

外曲げ、内曲げともに、最小Ｒ＝15(m）まで据付可能

接続はボルト連結のみで完結します。
コンクリートやモルタルの打設は不要です。

支柱設置穴
L= 2000

75
Bｰ
75

200

B

400 H
=
50
0

75 310

B

200

16
0
15
0

M20-2箇所
接続用ﾎﾞﾙﾄ穴

＜平面図＞ ＜断面図＞

曲線施工の対応

実際に使用する最低連結長
から、製品の種類（底版長）
を 800・1000・1100から
選択する事が可能です。

製品ブロックに設置する、
車両用防護柵の種別は
Ｂ・Ｃ種とします。

形状寸法

20

連結長
BC－800 800 15m以上 621
BC－1000 1,000 10m以上 15m未満 713
BC－1100 1,100 8m以上 10m未満 758

呼び名 底版長 B(mm) 連結長 重量 (kg/枚 )

ｑ＝10ｋN/㎡ ｑ＝10ｋN/㎡

P=30kN：衝突荷重 (B・C種 )

W＝25kN：前輪荷重

0.6ｍ

< 衝突時 >< 常 時 >



LSC側溝製品名称：（ボルト固定式）縦断勾配付横断側溝
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・ T-25 片側後輪一輪荷重 Q = 50kN (5tf)

・ 衝撃係数 i = 0.3

段差 段差
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▲  勾配がある道路に、従来型の側溝を敷設

すると段差が生じてしまいます。

▲  勾配がある道路でも、側溝天端に勾配を付け

られるから、段差を解消できます。

従来型 LSC側溝

道路縦断勾配 i=0～18％ (2％刻み)

■ 道路の縦断勾配に合わせて、側溝の天端に勾配を付けることが可能な横断側溝です。
■ 従来型と比べて段差が解消されるため、車両走行時の安全性が向上します。
■ 道路縦断の勾配に0~18%(2％刻み）まで対応します。
■ 側溝天端の表面は鋼板（アングル）で覆っているため、車両走行による角欠けを防ぎます。
■ グレーチング及び鋼板（アングル）はノンスリップ仕様です。 縦
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833

837

841

845

850

854

857

861

866

870

1,043

1,048

1,053

1,059

1,064

1,069

1,074

1,080

1,085

1,090

1,251

1,257

1,263

1,271

1,277

1,283

1,291

1,297

1,304

1,311

490

487

485

482

479

477

474

472

469

467

   600

597

595

592

589

587

584

582

579

577

710

707

705

702

699

697

694

692

689

687

490

499

507

516

525

534

543

551

560

570

600

611

621

646

643

654

665

676

686

697

710

723

736

748

761

774

787

800

813

826
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2000

c2c1 H2H1
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f
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▲ 道路縦断の勾配に0～18％
(2％刻み)まで対応します。

▲ ボルト４点固定でグレーチングがガタつきにくく、
グレーチング及び鋼板(アングル)はノンスリップ仕様です。

段差を解消！

天端に勾配を付けて、
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ガードレール用基礎ブロック I G K
茨城県コンクリート製品協同組合製品

■ 【防護柵の設置基準・同解説 令和3年改訂版】に準拠させ、茨城県コンクリート製品協同組合と、
茨城大学が共同研究の上、プレキャスト製品として規格化した、ガードレール用基礎ブロックです。

■ プレキャスト化することにより、従来の現場打ち構造と比べて、型枠の設置・撤去やコンクリートの養生が
不要になり、コスト削減と工期短縮が実現できます。

■ 製品ブロック継手構造により、曲線(R)の施工が可能であり、最小半径R=10mまで対応可能です。
■ 製品ブロックに設置する、車両用防護柵の種別はＢ・Ｃ種 とします。
■ 実際に使用する最低連結長から、製品の種類(底版長)をⅠ・Ⅱ・Ⅲから選択する事が可能です。
■ 実物実験により、本体・連結部の性能を確認していますので、安心して使用する事が可能です。

① 載荷重

《常時 ： 長期》  載荷重 ｑ＝10ｋN/ ㎡

《衝突時 ： 短期》 衝突荷重 P＝30kN

 前輪荷重 W＝25kN

② 土質定数

・ 土の内部摩擦角 φ＝35°

・ 土と土との摩擦角 δ=β= 0°

・ 土の単位体積重量 γd＝20kN/ ㎥

・ 基礎地盤との摩擦係数 μ＝0.6

ｑ＝10ｋN/㎡ ｑ＝10ｋN/㎡

P=30kN︓衝突荷重 (B ・ C 種 )

W＝25kN︓前輪荷重

0.6ｍ

< 衝 突 時 >< 常 時 >
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外曲げ 内曲げ

滑らかな

曲線施工

継手部のフレキシブル構造により
柔軟性のある曲線（Ｒ）施工が可能です。

接続はボルト連結のみで完結します。
コンクリートやモルタルの打設は不要です。

外曲げ、 内曲げともに、 最小 R＝10(m） まで据付可能です。

ボルトのみの

簡単施工

曲線施工の対応
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＜平面図＞
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＜断面図＞

実際に使用する最低連結長
から、製品の種類（底版長）
をⅠ・Ⅱ・Ⅲから選択する
事が可能です。

製品ブロックに設置する、
車両用防護柵の種別は
Ｂ・Ｃ種とします。

形状寸法・連結長

連結長

ＩＧＫ－Ⅰ 800 15m以上 816
ＩＧＫ－Ⅱ 1,000 10m以上 15m未満 933
ＩＧＫ－Ⅲ 1,100 8m以上 10m未満 991

呼び名 底版長 B(mm) 連結長 重量 (kg/枚 )
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B

・ T-25 片側後輪一輪荷重 Q = 50kN (5tf)

・ 衝撃係数 i = 0.3
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T-25 片側後輪一輪

B

570

670

720

770

870

970

903
1,038
1,173
1,307
1,443
1,578
1,713
1,847
1,982
2,117
979

1,114
1,249
1,383
1,518
1,653
1,788
1,922
2,057
2,193
1,021
1,155
1,223
1,290
1,426
1,561
1,695
1,830
1,965
2,099
2,234
1,054
1,189
1,324
1,459
1,594
1,729
1,864
1,998
2,133
2,268
1,124
1,260
1,395
1,530
1,664
1,799
1,934
2,068
2,203
2,338
1,162
1,297
1,431
1,566
1,701
1,836
1,970
2,105
2,240
2,374
1,229
1,364
1,499
1,633
1,768
1,903
2,038
2,172
2,307
2,443
1,419
1,564
1,709
1,853
1,998
2,143
2,287
2,432
2,577
2,722
1,491
1,636
1,781
1,926
2,070
2,215
2,360
2,504
2,649
2,795

535
635
735
835
935

1,035
1,135
1,235
1,335
1,435
545
645
745
845
945

1,045
1,145
1,245
1,345
1,445
555
655
705
755
855
955

1,055
1,155
1,255
1,355
1,455
555
655
755
855
955

1,055
1,155
1,255
1,355
1,455
555
655
755
855
955

1,055
1,155
1,255
1,355
1,455
565
665
765
865
965

1,065
1,165
1,265
1,365
1,465
565
665
765
865
965

1,065
1,165
1,265
1,365
1,465
605
705
805
905

1,005
1,105
1,205
1,305
1,405
1,505
605
705
805
905

1,005
1,105
1,205
1,305
1,405
1,505 224
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進行方向
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下図の如く、 T-25 片側後輪一輪が側溝に載荷ることとして、 設計しております。

・ T-25 片側後輪一輪荷重 Q = 50kN (5tf)

・ 衝撃係数 i = 0.3
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大型L型擁壁（SKH）
（底版現場打ちタイプ）

（大型）L型擁壁
（大型）逆L型擁壁
ボックスカルバート
自在水路、L型水路
フリューム
落差工等

自在水路
函渠型側溝
管理桝
小径ボックスカルバート等

自在水路
落差工
函渠型側溝
基礎板、床版等

函渠型側溝
道路横断用側溝
小径ボックスカルバート等

フリューム
穴付きフリューム


